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（（６６））  西西部部地地域域                                                  

①地域の概況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地域は、北に小貝川、南に利根川が流れる市の西部を占める地域であり、面積は約 15ｋ

㎡で、市全体のおよそ２割を占めています。地域のほぼ中央を東西方向に関東鉄道常総線、本

市の道路網の骨格である国道 294 号や常総ふれあい道路が通っており、取手駅やつくばエク

スプレスが通る守谷駅へのアクセス性がよい地域で、多くの市民が居住しています。 

北部の小貝川沿いを除く大部分が、北相馬台地と呼ばれる標高 20m 前後の丘陵地帯となっ

ており、市街地はこの丘陵部に関東鉄道常総線を中心にして広がっています。また、ほぼ中央

に位置する下高井・野々井地区では、新市街地の整備が進められており、平成 23 年のまち開

きにあわせて、常総線のゆめみ野駅も開業します。 

小貝川や利根川沿いには、農地や斜面林等の自然資源が多く残存しています。しかし、利根

川沿いの常総ふれあい道路沿道は利便性を活かした開発ポテンシャルが高く、一部、土地利用

の転換も見られます。また、稲戸井調整池の整備も進められています。 

南部には取手グリーンスポーツセンターや医療・介護老人保健施設などが立地しており、広

域的な健康・スポーツ拠点としての役割が期待されている地域でもあります。 

平成 22 年現在の人口は全市民のおよそ３割を占める約 3.0 万人で、５年前と比較すると市

全体とほぼ同じ割合で減少しています。世帯数は約 1.3 万世帯で、世帯人員は約 2.5 人となっ

ています。 

市民からは、地域の良いところとして「特にない」の次に「商店などが立地しており、生活

利便性が高い」が多くあげられている一方、不満なところとしても「商店などが立地しておら

ず、不便で暮らしにくい」が最も多くあげられています。また、地域のまちづくりで大切にし

ていくべきこととして「高齢者や障がい者への配慮」を考えている市民が多くみられます。 

 

面　積 約 15k㎡ 市全体の 約22%

人　口 平成17年 約 3.1万人 市全体の 約27%

平成22年 約 3.0万人 市全体の 約27%

※ ５年間増加率 約 -2% 市全体 -2.2%

世帯数 平成17年 約 1.2万世帯 市全体の 約27%

平成22年 約 1.3万世帯 市全体の 約27%

※ ５年間増加率 約 5% 市全体 4.8%

世帯人員※平成22年 約 2.5人 市全体 2.49人

※住民基本台帳(各年４月１日現在)

((６６))
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

　道幅の広い道路が整備されており、自動車で移動しやすい

商店などが立地しており、生活利便性が高い

新しい家が建ち始め、人口が増えている

病院や福祉施設が充実している

鉄道やバスなど公共交通が利用しやすい

　子どもや高齢者が利用できる公園や広場が整備されている

歩道の整備が進んでおり、移動しやすい

防災･防犯に配慮した環境整備が進んでいる

神社や史跡など歴史･文化を感じさせるものが多い

田や畑などが広がり、美しい田園景観が形成されている

森林や河川など、自然が豊かで、潤いがある

特にない

その他

無回答

市全体

西部地域
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0% 10% 20% 30% 40% 50%

道幅の狭い道路が多く、自動車で移動しにくい

商店などが立地しておらず、不便で暮らしにくい

古い家や空き家が多く、人口が減少している

病院や福祉施設が十分に整っていない

鉄道やバスなど公共交通が利用しにくい

子どもや高齢者が利用できる公園や広場が整備されていない

歩道が整備されておらず、移動しにくい

防災･防犯に配慮した環境整備が進んでいない

神社や史跡など歴史･文化を感じさせるものが少ない

耕作を放棄した田や畑が増加している

開発などによって、自然環境が失われている

特にない

その他

無回答

市全体

西部地域

4.7%

21.9%

6.4%

25.5%

1.9%

29.1%

3.4%

6.1%

39.4%

21.0%

1.3%
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1.9%
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2.6%

4.3%
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5.0%

28.5%

0.9%
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2.2%

7.4%

43.3%

24.1%

0.6%

19.5%

2.2%

2.5%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歴史･文化財の保存

自然環境の保全

農業の振興

居住環境の向上

工業の振興

商業の活性化

文化･芸術の振興

美しい景観への配慮

高齢者や障害者への配慮

子どもの育成環境への配慮

観光の振興

防犯･防災上の安全性

わからない

その他

無回答

市全体

西部地域

高齢者や障がい者への配慮 

■市民意向（平成 21 年度取手市民アンケート調査より） 

《地域の良いところ》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《地域の不満なところ》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《地域のまちづくりで大切にしていくべきこと》 
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②地域づくりの主な課題 

a．利便性の高く住みやすい居住環境の創出                       

本地域では、防災性の向上や、関東鉄道常総線の各駅周辺における地域住民の日常生活を支える

商業機能の維持・向上などにより、これからも多くの市民が住み続けることができるように、利便

性が高く住みやすい居住環境を創出していく必要があります。 

b．農地等良好な自然資源の保全と利根川沿いの適正な土地利用の誘導           

地域の北部や利根川沿いなどに残存する農地や斜面林等の良好な自然資源は、本地域の良好な居

住環境形成にも関与する貴重な財産であるため、適正に保全する必要があります。その上で、利根

川沿い、特に常総ふれあい道路沿道については、需要に合わせて利便性を活用できる土地利用を計

画的に誘導していく必要があります。 

c．健康及びスポーツの拠点としての機能強化                    

本地域の南部に立地する取手グリーンスポーツセンターを中心として、利根川や小貝川沿いのサ

イクリングロードなどを活用して、本市の健康及びスポーツの拠点としての機能を強化する必要が

あります。 

 

③地域づくりの目標 

 

生生活活利利便便性性のの向向上上とと暮暮ららししややすすいい居居住住環環境境のの形形成成  

本地域では、関東鉄道常総線各駅の生活拠点としての機能を充実させることで日常

生活の利便性を高めます。そして、グリーンスポーツセンター周辺の広域的な健康・

スポーツ拠点としての機能充実、内水対策の推進、斜面林の保全などによって、よ

り多くの人々にとって暮らしやすい住宅地を形成します。 

 
④地域づくりの方針 

a．生活拠点としての鉄道駅周辺の機能充実                     

・新取手、稲戸井、戸頭、ゆめみ野各駅周辺の近隣商業地域は、地域住民の日常生活を支える生活

拠点として、商業をはじめとする都市機能の充実・誘導と誰もが利用しやすいバリアフリー化を

図ります。また、都市計画道路下高井・野々井線の整備を進めるなど、周辺からのアクセス性の

向上を図ります。 

b．住みやすく利便性の高い居住環境の形成                     

・地区特性に応じて個別の開発・更新等に合わせた適正な基盤整備等により、居住環境と防災機能

を改善します。 

・居住環境の維持・向上を目指し、まちづくりのルールとなる地区計画制度の導入や高度地区の指

定について検討します。 

・建物の老朽化、居住者の高齢化が進む戸頭団地及びその周辺については、様々な世代の人が住む

賑わいのある住宅地としての再生について検討します。 

・公共用地などの既存ストックを有効に活用し、市街地の防災、緑化、少子高齢化対策など様々な
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観点から、公共施設の適切な配置を検討し、安全快適な居住環境整備を進めます。 

・住宅地の中の大規模工場においては、事業者との連携のもと、緩衝緑地となる緑の配置など住宅

地との共生に配慮した環境形成を図ります。 

・雨水排水路、放流河川となる相野谷川、調整池としての機能を有する下高井近隣公園の整備を進

めるほか、雨水の浸透施設・貯留施設の設置を検討するなど、地域の実状に合わせた浸水対策を

進めます。 

c．利便性を活かした新たな市街地の形成                      

・下高井特定土地区画整理事業や下高井近隣公園整備の整備、ゆめみ野駅の開業に合わせた周辺整

備などを同時に進め、新たな市民の受け皿ともなる良好な居住環境・就業環境を有する新たな市

街地の形成を図ります。 

d．幹線道路網の整備とその利便性を活かした土地利用の促進             

・国道 294 号沿道では、拡幅整備にあわせた沿道立地にふさわしい土地利用を適正に誘導します。 

・常総ふれあい道路沿道の市街化調整区域については、本市の都市構造とのバランスならびに自然

景観や地元の意向に十分配慮した上で、計画的な都市的土地利用のあり方について検討を進め、

必要に応じて都市的土地利用への転換に向けた誘導を図ります。 

・国道 294 号を補完する都市計画道路新道・みずき野線と、ゆめみ野駅へのアクセス性を高める

都市計画道路下高井・野々井線の整備を進めます。また、稲戸井駅や新取手駅へのアクセス性を

高める新規道路の整備を検討します。 

e．利根川や小貝川などの自然資源の保全と活用                   

・丘陵部に残存する斜面林や、小貝川や利根川の周辺に広がる優良農地は適正に保全し、観光資源

としての活用を図ります。 

・下高井近隣公園は整備を進め、岡堰の中の島公園、高井城址公園とともに緑と水辺の拠点として

位置づけ、大日山古墳史跡なども活用しながら、自然を歴史に親しむことができる機能の充実を

図ります。 

・グリーンスポーツセンター周辺では、健康づくりやスポーツ・レクリエーションの機能も有する

緑の拠点として、斜面林と一体となった良好な環境と景観の保全を図ります。 

・稲戸井調節池の区域については、国や隣接する守谷市と連携しながら堤防を利用したサイクリン

グロードや遊歩道ならびにスポーツ施設などの整備を進め、親水緑地としての整備を図ります。 
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■西部地域構想図 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域住民の日常生活を

支える商業機能等の充

実とバリアフリー化 

自然景観等に配慮した都市

的土地利用への転換に向け

た誘導 

既存市街地における地域の実状に

合わせた基盤整備や浸水対策など

による、利便性が高く安全・快適に

住むことができる居住環境の形成

住宅地との共生に配慮

した操業環境の形成 

優良農地の保全

親水緑地として

の整備 

サイクリング整備等、

水辺空間などの保全と

観光資源としての活用 

水辺空間などの保全と

観光資源としての活用 

下高井土地区画整理事

業の推進などによる新

たな住宅地の形成 

(都)新道・みずき野線の整備 

(都)下高井・野々井線の整備

戸頭団地及び

周辺の様々な

世代の人が住

む賑わいのあ

る住宅地とし

ての再生検討 

サイクリングロ

ードの整備 

 

下高井近隣

公園の整備

相野谷川

の整備 

国道 294 号の拡幅整

備と沿道立地にふさわ

しい土地利用の誘導 

緑と水辺の拠点とし

ての機能充実 

丘陵部に残存する斜面林や、小貝川や

利根川の周辺に広がる優良農地の適

正な保全と、観光資源としての活用

地域の実状に合わせた浸水対策 

公共用地などの既存ス

トックを活用した安全

快適な居住環境整備 


